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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 94,265 38.8 22,824 58.8 21,878 70.2 11,513 37.4

2023年３月期 67,906 △0.7 14,371 26.5 12,851 23.0 8,376 26.3

（注）包括利益 2024年３月期 11,647百万円（37.6％） 2023年３月期 8,463百万円（26.3％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 406.28 － 20.0 18.4 24.2
2023年３月期 269.72 － 15.8 11.9 21.2

（参考）持分法投資損益 2024年３月期 －百万円 2023年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 130,513 62,452 47.8 2,173.73
2023年３月期 106,752 52,718 49.4 1,842.43

（参考）自己資本 2024年３月期 62,389百万円 2023年３月期 52,691百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 1,490 △2,623 9,227 35,710
2023年３月期 8,706 193 △9,666 27,511

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 0.00 － 55.00 55.00 1,572 20.4 3.3

2024年３月期 － 0.00 － 175.00 175.00 5,022 43.1 8.7

2025年３月期（予想） － 0.00 － 196.00 196.00 40.1

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 115,000 22.0 23,000 0.8 21,500 △1.7 14,000 21.6 487.78

１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期 29,081,400株 2023年３月期 29,081,400株

②  期末自己株式数 2024年３月期 379,744株 2023年３月期 482,711株
③  期中平均株式数 2024年３月期 28,337,661株 2023年３月期 31,055,729株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2024年３月期 92,478 42.5 23,158 52.1 17,990 32.2 10,521 49.2

2023年３月期 64,918 △3.5 15,230 22.2 13,612 24.3 7,050 1.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2024年３月期 371.30 －
2023年３月期 227.03 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年３月期 127,430 62,136 48.8 2,164.93
2023年３月期 105,600 53,442 50.6 1,868.69

（参考）自己資本 2024年３月期 62,136百万円 2023年３月期 53,442百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

　2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（２）個別財政状態

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞
添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」に記載した事項と同様の理由により、前

事業年度の実績値と当事業年度の実績値との間に差異が生じております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料４ペ
ージ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算説明会内容の入手方法）
　当社は、2024年５月17日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布
する資料については、本日、当社ウェブサイトに掲載しておりますのでご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度の業績は、売上高94,265百万円（前期比38.8％増）、営業利益22,824百万円（同58.8％増）、経

常利益21,878百万円（同70.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益11,513百万円（同37.4％増）となりまし

た。主力事業の資産価値創造事業などで順調に売上高、利益を積み重ね、前期比で大幅な増収増益を達成いたしま

した。本日公表の「通期連結業績予想と実績の差異（上方修正）及び特別損失の計上に関するお知らせ」に記載の

通り、非常用ガスエンジン発電機事業、宿泊事業等の構造改革費用としての特別損失を保守的に計上しましたが、

結果として、連結売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益の全てにおいて、1992年５月の

当社設立以来、過去 高の業績を達成することができました。

各セグメントの業績は次のとおりであります。

（資産価値創造事業）

当事業では、お客様ひとり一人の目的に応じて個々の不動産資産の潜在価値を追求します。自らオーナーとな

り用途変更や大規模改修、新たなテナント誘致等を行い、お客様にとって価値のある不動産資産を創出し提供し

ます。お客様にとって価値ある優良資産とは、長期的に収益性が安定し、高い流動性を有し、稀有な不動産資産

であると再定義し、当事業に取り組んでおります。

当連結会計年度においては、京都市の大型商業・オフィス複合ビル、千葉県の物流施設、広島県の宿泊施設、

京都市屈指の観光地に所在する商業施設、吉祥寺駅、浦和駅至近の商業ビル、武蔵浦和駅前の大型商業・オフィ

スビル、下北沢駅近くの新築オフィスビル、港区青山の新築商業ビル、渋谷区のオフィスビル、新横浜駅至近の

大型新築オフィスビル、上野駅近くの繁華街の商業用地など、バラエティに富んだ物件をお客様にお届けするこ

とができました。

当連結会計年度の当事業の売上高は86,841百万円（前期比41.4％増）、セグメント利益は23,938百万円（同

43.7％増）となり、前期比で大幅な増収増益となりました。複数の大型物件を組み合わせた100億円規模の運用資

産に数千万円単位から投資できる不動産投資商品の第二弾は当期で完売となり、第三弾の販売が順調に進捗して

おります。必要な改修工事、用途変更準備、テナントリーシングや営業活動を鋭意進めているほか、来期以降の

売上につながる物件の仕入も順調に進捗しております。

（資産価値向上事業）

当事業では、お客様に提供した不動産について、その価値を維持向上させるための、賃貸管理、建物管理業務

等を行います。テナント入れ替わり等を機会に、将来に向けた物件価値の向上策を提案する等、お客様のご希望

を細かくお伺いし、長期的な資産価値向上を目指します。

当連結会計年度の当事業の売上高は、前年同期と比較して保有物件の賃料収入が多かったことにより、5,223百

万円（前期比18.3％増）、セグメント利益は1,427百万円（同86.6％増）となりました。

（未来価値創造事業）

当事業では主に、コミュニティホステル、超高齢化社会に必須の高度医療専門施設、多発する自然災害に備え

る非常用電源開発など、将来の社会課題に対応した事業を、自社事業として行っております。これらの事業運営

を通して獲得した経験や知見は、将来の資産価値創造事業、資産価値向上事業における構想と提案に活かされま

す。

当連結会計年度の当事業の業績は、前年と比較して国内人流が回復していることもあり、宿泊事業は前期比で

増収増益となりましたが、前期に売却したゴルフ場事業（前期の売上高323百万円）の連結除外の影響もあり、売

上高2,201百万円（前期比6.3％増）、セグメント損失は1,485百万円（前期は2,302百万円のセグメント損失）と

なりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて22,325百万円増加し、118,542百万円となりました。これは主に、現金

及び預金が8,204百万円増加して35,728百万円、販売用不動産が7,047百万円増加して52,214百万円、仕掛販売用

不動産が12,157百万円増加して29,237百万円となったことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,434百万円増加し、11,970百万円となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による増加と減価償却及び減損損失計上による減少で282百万円減少、無形固定資産が4百万円減

少、投資その他の資産が1,721百万円増加したことによるものであります。

上記の結果、当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べて23,760百万円増加し、130,513百

万円となりました。
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2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 44.7 48.6 49.4 47.8

時価ベースの自己資本比率（％） 39.6 31.3 37.2 80.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） － 2.8 4.9 36.8

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － 29.6 19.0 2.5

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて14,027百万円増加し、68,060百万円となりました。これは主に、新規の資

金調達と借入金の返済による差額で借入金の増加12,061百万円、未払法人税等の増加170百万円、当社管理物件の

預り敷金の増加1,245百万円、賞与引当金及び役員賞与引当金の増加408百万円が主な要因であります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて9,733百万円増加し、62,452百万円となりました。これは利益剰余金

が親会社株主に帰属する当期純利益の計上により11,513百万円増加し、剰余金の配当により1,572百万円減少した

こと、自己株式の取得により8,983百万円減少したこと、公募増資及び第三者割当増資により資本金、資本準備金

がそれぞれ4,142百万円増加したことが主な要因であります。また、自己株式の消却により自己株式が8,252百万

円減少する一方、その他資本剰余金、利益剰余金がそれぞれ220百万円、8,031百万円減少しており、純資産合計

には影響はありません。

なお、当連結会計年度末の自己資本比率は47.8％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連結会計年度末に比べて

8,199百万円増加し、35,710百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な変動要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、1,490百万円の増加となりました。主な増加要因は、資産価値創造事業における売上高

86,841百万円に係る資金増加であり、主な減少要因は、資産価値創造事業における販売用不動産の仕入の支払額

67,059百万円、仕掛販売用不動産の開発進展並びに販売用不動産の改修工事代金の支払額10,942百万円、法人税

等の支払額6,270百万円、及び販売費及び一般管理費の支出に係る資金減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、2,623百万円の減少となりました。主な増加要因は、関係会社株式の有償減資による収

入259百万円であり、主な減少要因は、関係会社株式の取得による支出1,082百万円、有形固定資産の取得による

支出556百万円、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出601百万円、貸付けによる支出398百万円であ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、9,227百万円の増加となりました。主な増加要因は、新規の資金調達と借入金の返済に

よる差額での増加11,586百万円、株式の発行による収入8,285百万円であり、主な減少要因は、自己株式の取得に

よる支出8,983百万円、配当金の支払額1,570百万円であります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注)1．いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

2．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。

3．2021年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キ

ャッシュ・フローがマイナスであるため、記載しておりません。

4．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

5．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。
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資産価値創造

事業

資産価値向上

事業

未来価値創造

事業
合計 調整額

連結損益計算

書計上額

売上高 106,600 5,400 3,000 115,000 （－） 115,000

セグメント利益 23,500 1,500 △900 24,100 （△1,100） 23,000

（４）今後の見通し

当社を取り巻く経済情勢の動向は、国内経済の持ち直しに伴う物価・賃金の上昇、インバウンド訪日客の本格回

復、内外金利差を背景とする海外顧客の国内不動産に対する強い関心の継続が期待されます。一方で、ロシアによ

るウクライナ侵攻等の地政学的リスクに起因する世界的な情勢不安、国内における緩やかな金利上昇懸念も一定期

間、継続すると予測しております。

このような事業環境のなか、当社は、個々の不動産の権利関係や課題を丁寧に解決し、不動産に内在する価値を

顕在化させる「不動産を変えるチカラ」を磨きながら、一貫してお客様にとっての価値創造と、その結果としての

社会の課題解決に真摯に取り組んでまいりました。この取り組みは着実に成果として現れており、2022年５月に公

表（2023年５月に２年目、３年目の目標数値を上方修正）した３ヶ年中期経営計画の２年目にあたる当連結会計年

度は、目標数値を上回るとともに、連結売上高、各段階の利益の全てにおいて過去 高の業績を達成することがで

きました。今後も、国内富裕層との取引深耕、国内法人や機関投資家、海外富裕層との取引機会の拡大により、お

客様への新たな投資機会の提供を加速し、業績向上を目指します。

同中期経営計画の 終年度となる2025年３月期の連結業績見通しは、2023年５月に公表した目標数値のとおり、

売上高115,000百万円（前期比22.0％増）、営業利益23,000百万円（同0.8％増）、経常利益21,500百万円（同1.7％

減）、親会社株主に帰属する当期純利益14,000百万円（同21.6％増）を見込んでおります。各セグメントの業績見

通しは以下のとおりです。

（単位：百万円）

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（利益配分に関する基本方針）

当社は、積極的な事業投資による企業価値向上及び配当等を通じた株主への利益還元を、経営上の重要政策と

位置付けております。

中期経営計画期間において、１株当たり配当金の下限を175円とし、連結配当性向40％を目安として配当を行う

ことを基本方針としております。また、当社の剰余金の配当は、期末配当の年一回を基本方針としております。

（当期の剰余金の配当）

当期の剰余金の配当については、期末配当金を１株当たり175円とさせていただく予定です。

（次期の剰余金の配当）

次期の剰余金の配当については、前述の利益分配に関する基本方針に基づき、期末配当金を１株当たり196円と

させていただく予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用してお

ります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,524 35,728

営業未収入金 377 306

販売用不動産 ※３ 45,167 ※３ 52,214

仕掛販売用不動産 ※３ 17,079 ※３ 29,237

原材料 1,426 13

前渡金 1,155 169

未収還付法人税等 35 31

その他 3,460 985

貸倒引当金 △10 △145

流動資産合計 96,216 118,542

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※３,※４ 2,710 ※３,※４ 2,668

土地 490 840

建設仮勘定 189 －

その他（純額） ※４ 924 ※４ 523

有形固定資産合計 ※１ 4,314 ※１ 4,032

無形固定資産

その他 214 210

無形固定資産合計 214 210

投資その他の資産

投資有価証券 ※２ 1,915 ※２ 2,728

繰延税金資産 1,365 1,583

出資金 1,118 1,119

長期貸付金 2,094 2,401

その他 1,148 1,623

貸倒引当金 △1,636 △1,729

投資その他の資産合計 6,005 7,727

固定資産合計 10,535 11,970

資産合計 106,752 130,513

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 － 990

１年内返済予定の長期借入金 ※３,※６ 1,359 ※３,※６ 1,475

未払金 1,048 1,051

未払法人税等 4,052 4,222

前受金 652 672

役員賞与引当金 － 298

賞与引当金 － 109

関係会社整理損失引当金 123 －

その他 993 1,111

流動負債合計 8,230 9,932

固定負債

長期借入金 ※３,※６ 41,397 ※３,※６ 52,353

繰延税金負債 － 238

その他 4,405 5,535

固定負債合計 45,803 58,127

負債合計 54,033 68,060

純資産の部

株主資本

資本金 100 4,242

資本剰余金 6,899 11,041

利益剰余金 45,964 47,873

自己株式 △473 △1,098

株主資本合計 52,490 62,059

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 130 246

為替換算調整勘定 70 82

その他の包括利益累計額合計 200 329

非支配株主持分 27 63

純資産合計 52,718 62,452

負債純資産合計 106,752 130,513
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

売上高 ※10 67,906 ※10 94,265

売上原価 47,538 ※１ 64,535

売上総利益 20,368 29,730

販売費及び一般管理費 ※２ 5,996 ※２ 6,906

営業利益 14,371 22,824

営業外収益

受取利息 11 33

受取家賃 5 5

受取給付金 38 2

為替差益 138 263

その他 11 20

営業外収益合計 206 325

営業外費用

支払利息 456 594

財務手数料 76 298

貸倒引当金繰入額 1,158 238

その他 34 139

営業外費用合計 1,726 1,271

経常利益 12,851 21,878

特別利益

固定資産売却益 0 －

関係会社株式売却益 5 －

関係会社出資金売却益 9 －

関係会社整理損失引当金戻入額 － ※３ 123

関係会社有償減資払戻差益 － ※４ 67

特別利益合計 14 190

特別損失

固定資産除却損 ※５ 28 ※５ 0

固定資産売却損 0 －

事業撤退損 ※６ 242 －

関係会社株式評価損 － ※７ 182

関係会社事業再構築損失 － ※８ 3,049

減損損失 － ※９ 1,538

特別損失合計 271 4,771

税金等調整前当期純利益 12,594 17,298

法人税、住民税及び事業税 4,433 6,059

法人税等調整額 △232 △279

法人税等合計 4,201 5,780

当期純利益 8,393 11,518

非支配株主に帰属する当期純利益 16 5

親会社株主に帰属する当期純利益 8,376 11,513

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

当期純利益 8,393 11,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 72 116

為替換算調整勘定 △2 12

その他の包括利益合計 70 129

包括利益 8,463 11,647

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,446 11,642

非支配株主に係る包括利益 16 5

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配株
主持分

純資産
合計

資本金
資本

剰余金
利益

剰余金
自己株式

株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

為替換算
調整勘定

その他の包
括利益累計

額合計

当期首残高 100 6,899 46,942 △649 53,292 57 72 129 11 53,433

当期変動額

剰余金の配当 △1,354 △1,354 △1,354

親会社株主に
帰属する
当期純利益

8,376 8,376 8,376

新株の発行

自己株式の取得 △7,824 △7,824 △7,824

自己株式の処分

自己株式の消却 △8,000 8,000 － －

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

72 △2 70 16 87

当期変動額合計 － － △977 175 △802 72 △2 70 16 △714

当期末残高 100 6,899 45,964 △473 52,490 130 70 200 27 52,718

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配株
主持分

純資産
合計

資本金
資本

剰余金
利益

剰余金
自己株式

株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

為替換算
調整勘定

その他の包
括利益累計

額合計

当期首残高 100 6,899 45,964 △473 52,490 130 70 200 27 52,718

当期変動額

剰余金の配当 △1,572 △1,572 △1,572

親会社株主に
帰属する
当期純利益

11,513 11,513 11,513

新株の発行 4,142 4,142 8,285 8,285

自己株式の取得 △8,983 △8,983 △8,983

自己株式の処分 220 105 326 326

自己株式の消却 △220 △8,031 8,252 － －

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

116 12 129 35 164

当期変動額合計 4,142 4,142 1,908 △625 9,569 116 12 129 35 9,733

当期末残高 4,242 11,041 47,873 △1,098 62,059 246 82 329 63 62,452

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,594 17,298

減価償却費 568 491

減損損失 － 1,538

関係会社株式評価損 － 182

賞与引当金の増減額（△は減少） － 109

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 298

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,156 228

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △123

固定資産売却益 △0 －

固定資産除却損 28 0

固定資産売却損 0 －

事業撤退損 242 －

関係会社事業再構築損失 － 3,049

関係会社株式売却損益（△は益） △5 －

関係会社出資金売却損益（△は益） △9 －

関係会社有償減資払戻差益 － △67

受取利息及び受取配当金 △11 △33

支払利息 456 594

売上債権の増減額（△は増加） △100 70

販売用不動産の増減額（△は増加） △20,512 △6,760

仕掛販売用不動産の増減額 （△は増加） 21,481 △12,157

前渡金の増減額（△は増加） △242 986

預け金の増減額（△は増加） △126 115

前受金の増減額（△は減少） 129 20

未払金の増減額（△は減少） △117 253

未払又は未収消費税等の増減額 △855 628

預り敷金の増減額（△は減少） 389 1,202

その他 △39 389

小計 15,026 8,316

利息及び配当金の受取額 10 31

利息の支払額 △457 △587

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,872 △6,270

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,706 1,490

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △599 △556

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △193 △30

投資有価証券の売却による収入 100 －

関係会社株式の取得による支出 － △1,082

関係会社株式の売却による収入 33 －

関係会社株式の有償減資による収入 － 259

出資金の払込による支出 △573 △1

ゴルフ場事業撤退による収入 ※２ 2,050 －

連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 － △601

貸付けによる支出 △575 △398

貸付金の回収による収入 19 11

その他 △69 △225

投資活動によるキャッシュ・フロー 193 △2,623

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 990

長期借入れによる収入 37,335 53,186

長期借入金の返済による支出 △37,735 △42,589

株式の発行による収入 － 8,285

自己株式の取得による支出 △7,824 △8,983

配当金の支払額 △1,352 △1,570

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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ファイナンス・リース債務の返済による支出 △89 △90

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,666 9,227

現金及び現金同等物に係る換算差額 56 104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △710 8,199

現金及び現金同等物の期首残高 28,222 27,511

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 27,511 ※１ 35,710
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　　　　15社

主要な連結子会社の名称

㈱WeBase

㈱レイパワー

㈱LIBERTE JAPON

㈱ベストメディカル

㈱レーサム福岡

SOKNA PARTNERS CO.,LTD.

Raysum Philippines,Inc.

他８社

当連結会計年度から、ネイチャーイン大瀬館㈱及び㈱軽井沢追分リゾートは新規設立したことにより、

その他1社は株式を新規取得したことにより連結の範囲に含めております。

(2) 主要な非連結子会社の名称等

Platinum Investment Kona Inc.

（連結の範囲から除いた理由）

会社の規模が小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に

見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法適用の非連結子会社及び関連会社の数　　　　－社

(2) 持分法を適用しない主要な非連結子会社及び関連会社の名称等

非連結子会社及び関連会社の名称等

Platinum Investment Kona Inc.

（持分法を適用しない理由）

会社の規模が小規模であり、連結純損益及び連結利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であるため、持分法

の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、SOKNA PARTNERS CO.,LTD.及びRaysum Philippines,Inc.の決算日は12月31日であ

り、連結決算にあたっては、３月末現在で実施した仮決算に基づく財務諸表により連結しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）によっ

ております。

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法によっております。

なお、投資事業有限責任組合及びこれに類する出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券

とみなされるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な 近の決算

書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

②　棚卸資産

販売用不動産及び仕掛販売用不動産

個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産

(イ) 2007年３月31日以前に取得したもの

旧定率法によっております。

(ロ) 2007年４月１日以後に取得したもの

定率法によっております。ただし、建物並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物については、定額法によっております。

②　無形固定資産

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づいております。

(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上してお

ります。

③　役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しております。

④　関係会社整理損失引当金

関係会社の整理に伴う損失に備えるため、当該損失見込額を計上しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及

び当該履行義務を充足する通常の時点は以下のとおりであります。

①　資産価値創造事業

資産価値創造事業においては、主にオフィスビルや商業施設ビル等を取得し、必要な改修、テナント

誘致等を行った不動産を投資家、自己利用目的の事業法人等に販売する事業や、取得した土地のエリ

ア・賃料・販売価格等を検証し、その土地の価値 大化につながる開発・新築を行い、販売する事業を

行っております。当該事業は顧客との不動産売買契約等に基づき物件の引渡しを行う義務を負っており

ます。当該履行義務は物件が引き渡される一時点で充足されるものであり、引渡時点において収益を認

識しております。取引価格は不動産売買契約等により決定され、物件引渡時に代金の支払を受けており

ます。なお、契約締結時に売買代金の一部を手付金として受領し、物件引渡時に残代金の支払を受ける

場合もあります。

②　資産価値向上事業

資産価値向上事業においては、主にオフィスビルや店舗等をエンドユーザー等に賃貸する事業であ

り、顧客との賃貸借契約や管理業務委託契約等に基づき賃貸管理や建物管理等のサービスを提供する義

務を負っております。当該履行義務は一定期間にわたり充足されるものであり、主に契約に基づいた金

額を月次で収益認識しております。取引価格は契約により決定され、代金は主に当月分を当月末に支払

を受けております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

在外子会社等の資産及び負債、収益及び費用は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は純資産の部における「為替換算調整勘定」に含めております。

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的投資を対象としております。

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

①　控除対象外消費税等の会計処理

控除対象外消費税等は、全額当連結会計年度の費用として処理しております。

②　グループ通算制度の適用

当社及び一部の国内連結子会社はグループ通算制度を適用しております。
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前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

有形固定資産の減価償却累計額 3,121百万円 3,557百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

投資有価証券（株式、出資金） 1,504百万円 2,213百万円

（うち、共同支配企業に対する投資の金額） （191百万円） （0百万円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

販売用不動産 42,132百万円 45,800百万円

仕掛販売用不動産 16,874百万円 23,605百万円

建物 1,136百万円 1,088百万円

計 60,143百万円 70,494百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

１年内返済予定の長期借入金 1,294百万円 1,376百万円

長期借入金 41,057百万円 51,631百万円

計 42,351百万円 53,008百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

建物 466百万円 466百万円

その他（有形固定資産） 33百万円 33百万円

計 500百万円 500百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

(同)よかとこ五島 600百万円 581百万円

計 600百万円 581百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

借入極度額 11,500百万円 12,400百万円

借入実行残高 5,127百万円 2,380百万円

差引額 6,373百万円 10,019百万円

（連結貸借対照表関係）

※１　有形固定資産に対する減価償却累計額

※２　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

※３　担保に供している資産及び対応債務

(1) 担保提供資産

(2) 対応債務

※４　補助金により、有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は、次のとおりであります。

５　非連結子会社の金融機関からの借入に対し保証を行っております。

※６　コミットメントライン契約

　販売用不動産の仕入資金ニーズに対し機動的かつ安定的な資金調達を行うため、取引銀行とコミットメ

ントライン契約を締結しております。
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前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

－百万円 27百万円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

　　至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

　　至　2024年３月31日）

広告宣伝費 46百万円 50百万円

販売促進費 399百万円 608百万円

役員報酬 415百万円 581百万円

給与手当 1,322百万円 1,433百万円

賞与 117百万円 232百万円

賞与引当金繰入額 4百万円 109百万円

役員賞与引当金繰入額 －百万円 298百万円

法定福利費 220百万円 254百万円

地代家賃 269百万円 319百万円

租税公課 305百万円 797百万円

支払手数料 739百万円 985百万円

貸倒引当金繰入額 0百万円 0百万円

修繕引当金繰入額 967百万円 －百万円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

建物 14百万円 －百万円

建物附属設備 5百万円 －百万円

構築物 0百万円 －百万円

工具、器具及び備品 8百万円 0百万円

計 28百万円 0百万円

（連結損益計算書関係）

※１　売上原価に含まれる棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げ額は、次のとおりであります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

※３　関係会社整理損失引当金戻入額

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当社の非連結子会社の整理に伴う損失に備えるための引当金の戻入額であります。

※４　関係会社有償減資払戻差益

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当社の非連結子会社の有償減資による出資の払戻に伴い計上したものであります。

※５　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。
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場所 用途 種類 減損損失

香川県 宿泊事業 建物、その他有形固定資産 479百万円

神奈川県 宿泊事業 建物、その他有形固定資産 317百万円

京都府 宿泊事業 建物、その他有形固定資産 79百万円

福岡県 宿泊事業 建物、その他有形固定資産 38百万円

東京都 サウナ事業 建物、その他有形固定資産、無形固定資産 415百万円

東京都他 ガスエンジン発電機事業 建物、その他有形固定資産、無形固定資産 209百万円

※６　事業撤退損

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

当社連結子会社であった株式会社アセット・ホールディングスの全株式等の譲渡に伴い発生したもので

あります。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

該当事項はありません。

※７　関係会社株式評価損

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当社の非連結子会社株式に係る評価損であります。

※８　関係会社事業再構築損失

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当社の子会社である株式会社レイパワーにおいて、現在の体制を抜本的に刷新し、新たな生産・販売体

制の再構築が必要となったことから計上したものであります。

※９　減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当社グループでは、継続的に収支の把握がなされている、他の資産又は資産グループのキャッシュ・

フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって資産のグルーピングを行っ

ております。割引前将来キャッシュ・フローの総額が固定資産の帳簿価額を下回った資産グループにつ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。その内訳は建物1,142百万円、その他有形固定資産333百万円、無形固定資産62百万円です。なお、

回収可能価額は正味売却価額または使用価値により測定しており、正味売却価額は処分見込額等合理的

な見積りにより評価し、使用価値については将来キャッシュ・フローに基づき算定しておりますが、割

引前将来キャッシュ・フローがマイナスと見込まれるため、回収可能価額を零として評価しておりま

す。

※10　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。

顧客との契約から生じる収益の金額は、（５）連結財務諸表に関する注記事項「（セグメント情報等）　

セグメント情報　３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関

する情報及び収益の分解情報」に記載しております。
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当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数

発行済株式　　普通株式
(注)1

37,081,400株 －株 8,000,000株 29,081,400株

自己株式　　　普通株式
(注)2・3

479,586株 8,003,125株 8,000,000株 482,711株

（決議） 株式の種類 配当の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2022年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,354百万円 37円 2022年３月31日 2022年６月24日

（決議） 株式の種類 配当の総額 配当の原資
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2023年５月12日
取締役会

普通株式 1,572百万円 利益剰余金 55円 2023年３月31日 2023年６月７日

当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数

発行済株式　　普通株式
(注)1・2

29,081,400株 2,841,700株 2,841,700株 29,081,400株

自己株式　　　普通株式
(注)3・4

482,711株 2,847,433株 2,950,400株 379,744株

（決議） 株式の種類 配当の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2023年５月12日
取締役会

普通株式 1,572百万円 55円 2023年３月31日 2023年６月７日

（決議） 株式の種類 配当の総額 配当の原資
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年５月10日
取締役会

普通株式 5,022百万円 利益剰余金 175円 2024年３月31日 2024年６月10日

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)1．普通株式の発行済株式の減少8,000,000株は、自己株式の消却によるものであります。

2．普通株式の自己株式の増加は、2022年６月１日開催の取締役会決議に基づく自己株式の取得によ
る増加8,000,000株、譲渡制限付株式の無償取得3,000株、単元未満株式の買取りによる増加125
株であります。

3．普通株式の自己株式の減少8,000,000株は、自己株式の消却によるものであります。

２．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)1．普通株式の発行済株式の増加2,841,700株は、有償一般募集による増加2,471,100株、有償第三者
割当による増加370,600株であります。

2．普通株式の発行済株式の減少2,841,700株は、自己株式の消却によるものであります。

3．普通株式の自己株式の増加は、2023年９月19日及び2023年10月27日開催の取締役会決議に基づく
自己株式の取得による増加2,841,768株、譲渡制限付株式の無償取得5,500株、単元未満株式の買
取りによる増加165株であります。

4．普通株式の自己株式の減少は、自己株式の消却による減少2,841,700株、取締役会決議による当
社役員及び従業員に対する譲渡制限付株式報酬による自己株式の処分108,700株であります。

２．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
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前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

現金及び預金勘定 27,524百万円 35,728百万円

預入れ期間が３ヶ月を超える定期預金 △12百万円 △18百万円

現金及び現金同等物 27,511百万円 35,710百万円

流動資産 262百万円

固定資産 3,783百万円

流動負債 △1,527百万円

固定負債 △4,508百万円

譲渡債権 4,415百万円

事業撤退損 △242百万円

その他 △0百万円

当該会社の株式及び債権の売却額

（事業の譲渡価額）
2,181百万円

当該会社の現金及び現金同等物 △131百万円

ゴルフ場事業撤退による収入 2,050百万円

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表上に掲記されている科目の金額との関係

※２　現金及び現金同等物を対価とする事業の譲渡に係る資産及び負債の主な内訳

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

ゴルフ場事業撤退に伴う資産及び負債の内訳並びに事業の譲渡価額は、次のとおりであります。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１
連結財務諸表計上額

（注）１資産価値創造
事業

資産価値向上
事業

未来価値創造
事業

売上高

顧客との契約から生
じる収益 61,419 661 1,875 63,956 － 63,956

その他の収益 － 3,754 195 3,950 － 3,950

外部顧客への売上高 61,419 4,416 2,071 67,906 － 67,906

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 89 16 105 △105 －

計 61,419 4,505 2,087 68,012 △105 67,906

セグメント利益
又は損失（△） 16,653 765 △2,302 15,116 △745 14,371

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、そのセグメントの財務情報が入手可能なもので、かつ、経営陣によ

る業績の評価及び経営資源の配分の決定において、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

報告セグメントの主要な内容は以下のとおりであります。

資産価値創造事業：不動産の調達とそれらを利用した運用商品の組成・開発・販売

資産価値向上事業：賃貸管理、建物管理、不動産の収益改善

未来価値創造事業：宿泊施設運営、パン及び菓子等の製造・販売、ガスエンジン発電機の開発・製造・

販売、高度医療の支援事業等

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用した会計処理

の原則及び手続と同一であります。報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値でありま

す。セグメント間の内部売上高及び振替高は市場価格等を勘案し決定しております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分

解情報

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

(注)1．セグメント利益又は損失の調整額△745百万円は、各報告セグメントに配分していない、一般管理費等の全社費用△745百万
円及びセグメント間取引消去△0百万円であります。この調整額を差引いた後のセグメント利益の額は、連結損益計算書に計
上している営業利益の額14,371百万円と一致しております。

2．その他の収益の主なものは、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります。

3．当社は、連結貸借対照表上の全資産項目と全負債項目についてのセグメント配分は行っていないため、「報告セグメントご

との資産、負債の金額」の開示をしておりません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１
連結財務諸表計上額

（注）１資産価値創造
事業

資産価値向上
事業

未来価値創造
事業

売上高

顧客との契約から生
じる収益 86,841 833 2,005 89,680 － 89,680

その他の収益 4,389 195 4,585 － 4,585

外部顧客への売上高 86,841 5,223 2,201 94,265 － 94,265

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 88 7 95 △95 －

計 86,841 5,311 2,208 94,361 △95 94,265

セグメント利益
又は損失（△） 23,938 1,427 △1,485 23,880 △1,056 22,824

資産価値創造事業 資産価値向上事業 未来価値創造事業 合計

減損損失 － － 1,538 1,538

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

(注)1．セグメント利益又は損失の調整額△1,056百万円は、各報告セグメントに配分していない、一般管理費等の全社費用△1,056
百万円であります。この調整額を差引いた後のセグメント利益の額は、連結損益計算書に計上している営業利益の額22,824
百万円と一致しております。

2．その他の収益の主なものは、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります。

3．当社は、連結貸借対照表上の全資産項目と全負債項目についてのセグメント配分は行っていないため、「報告セグメントご

との資産、負債の金額」の開示をしておりません。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報　３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、

資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報」に同様の記載をしているため記載を省

略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

海外に所在する有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

当社グループの相手先は不特定の法人・個人であるため、主要な顧客別の記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報　３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、

資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報」に同様の記載をしているため記載を省

略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

海外に所在する有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

当社グループの相手先は不特定の法人・個人であるため、主要な顧客別の記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（単位：百万円）
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

項目
前連結会計年度

（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

１株当たり純資産額 1,842円43銭 2,173円73銭

１株当たり当期純利益 269円72銭 406円28銭

前連結会計年度末
（2023年３月31日）

当連結会計年度末
（2024年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 52,718 62,452

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 27 63

差額の主な内訳（百万円）

非支配株主持分 27 63

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 52,691 62,389

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数（株）

28,598,689 28,701,656

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 8,376 11,513

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

8,376 11,513

普通株式の期中平均株式数（株） 31,055,729 28,337,661

（１株当たり情報）

（注)1．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
2．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

3．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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